







論 文 内 容 要 旨 





















 赤唇表面積と 5-Year-Olds’ Indexの相関関係に関しては、5-Year-Olds’ Indexに
よる咬合評価のスコアが大きくなるにつれて反対咬合の程度も悪化し、これは上顎の劣
成長に起因すると推察されるため、上顎切歯および前歯歯槽部による上唇の支持が得ら
れず、それにより赤唇部の表面積が小さくなると考えられた。赤唇表面積と咀嚼能率に
関しては、咀嚼能率を決定する要因は多岐にわたるが、赤唇表面積と関連すると考えら
れる上顎の劣成長が、何らかの形で咀嚼能率に影響を与えたのではないかと推察され
た。また、舌圧と咀嚼能率については、舌運動は舌圧の強弱に影響を受けるとされてお
り、本研究で使用したチューインガム法では、特に舌運動による影響を受けやすいので、
このような結果が得られたと考えられえた。 
 以上の結果から、成長期の片側性口唇口蓋裂患者において、顎顔面部での形態と機能
との間には一定の相関があることが明らかとなった。今後、健常小児を対照とし、比較、
検討を行い、顎顔面軟組織形態と口腔機能との関連性をより詳細に解明していきたいと
考えている。 
 
 
 
